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【新市街地ゾーンについて】 

○ 「都市計画区域の整備、開発及び保全の

方針（以下「整開保」という。）」の新市

街地ゾーンに関する記載内容について、第

７回線引き見直しの整開保における「企業

等の計画的な誘導」という表現が「インタ

ーチェンジに近接する利便性の高い交通環

境を活用した産業形成」に今回変更されて

おり、何でも良いので工場を誘致したいと

読める。 

○ 当該地開発の指針となっている足柄産業

集積ビレッジ構想（以下「ビレッジ構想」

という。）は、その目的として「南足柄市

と開成町の両市町、企業、教育・研究機関

等が協力しながら産業集積を進め、ビレッ

ジ構想地区を核とし、足柄地域全体の発

展・活性化を図っていくこと。」を謳って

おり、もっと志が高いものと理解してい

る。 

また、ビレッジ構想は、「長期行政運営

の指針」と位置付けられ、両市町の都市マ

スタープラン、整開保との連携・整合性を

確保するものとされているが、今回の整開

保は整合性が取れていないと考える。 

○ ビレッジ構想は「産・学・住の調和した

足柄地域の理想郷（アルカディア）の創

出」を将来像としており、具体的には両市

町の企業、教育・研究機関等が協力しなが

ら、新しい産業の集積を積極的に推進して

いくことが謳われており、主眼は、構想地

区に新しい産業の集積を図っていこうとす

るところにある。 

ビレッジ構想でいう新しい産業には、エ

コ対応工場、研究開発型企業、ヘルスケ

ア・高機能材料・ドキュメント事業に係る

産業、流通関連産業等が挙げられている。 

素案は、このような産・学・住の調和を

目指すようなハードルの高い新産業を諦め

て、何でも良いから工場を誘致しているも

のと読めてしまう。 

○ ビレッジ構想で謳っている上位計画との

整合を前提に、整開保はビレッジ構想を踏

まえた記載内容とすべきであり、少なくと

も第７回線引き見直しの記載内容に戻すな

どの工夫をすべきである。 

○ 道の駅「足柄・金太郎のふるさと」の道

路を挟んで北側が、先行して区域区分の変

更があった壗下竹松北地区である。 

【新市街地ゾーンについて】 

○ 整開保では、集約型都市構造の実現に向

けた都市づくりを都市計画の目標の一つと

しており、これを踏まえて、該当部分につ

いては「市域東部においては、東名高速道

路大井松田インターチェンジに近接する利

便性の高い交通環境を有していることか

ら、これらを活用した産業形成を図るた

め、必要な産業業務施設集積地の整備につ

いて、農林漁業との調整を図りながら、検

討を行っていく。」としています。 

○ また、整開保の新市街地ゾーンでは、そ

れぞれの地域の立地特性等を踏まえた市街

地像を示すこととしており、必要な産業業

務施設集積地の整備について記載していま

す。なお、誘致する産業についてはビレッ

ジ構想に位置付けられています。 

○ 壗下竹松北地区の市街化区域編入に当た

っては、都市計画決定前の時点で立地する

複数の業種が想定されていたため、これら

業種の事業内容を踏まえ、市が周辺環境に

配慮した地区計画の制限内容を定めていま

す。 

○ 今後、新市街地ゾーンを市街化区域編入

する場合は、同様に周辺環境に配慮した地

区計画の制限内容を定めるとともに、地区

計画の目標等でビレッジ構想に基づく土地

利用を図る旨を明示すると市から聞いてい

ます。 

○ また、区域区分の変更や地区計画の都市

計画決定に当たっては、都市計画法におい

て、素案の閲覧、公聴会の開催、案の縦覧

及び意見書の提出など近隣住民等の意見を

反映する手続きが定められています。 

○ なお、整開保で示した地域毎の市街地像

を目指して計画を進めていくには、前提と

して地権者及び周辺住民の御理解を得なけ

ればならないことから、今後、周辺住民の

方も対象とする情報提供、説明会等を実施

していくと市から聞いています。 
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当該地区の区域区分の変更に関する審議が

行われた第243回神奈川県都市計画審議会

の議事録によると、隣接する低層住居専用

地域等への環境配慮に関する委員からの質

問に対し、事務局は、緑地帯の確保、壁面

後退、建築物の高さ制限により一定の配慮

をしていることについて回答している。事

務局の回答を受け、委員は、業種によって

は、このようなバッファーゾーンを設ける

だけで十分なのかというところはあるが、

現時点で考えている環境配慮については了

解した、と応じている。 

委員の重要な指摘事項は、当該地に立地

する産業施設の具体の業種が未定であるた

め、バッファーゾーンが十分であるか否か

は現時点では不明であるという点であった

と考える。 

○ また、別の委員からの、開成町の住民に

対する説明をしているかという質問に対

し、地権者への勉強会や説明会を行ってい

ると事務局が回答しているが、これは論点

をずらした回答である。正確な回答は、

「住民説明はしていない。」になるはずで

ある。 

実際に、私は当該地の地権者ではない近

隣住民の一人であるが、住民説明や勉強会

は開催されていない。 

念のため、開成町都市計画課に、一般住

民向けの説明会等の開催について事実確認

をしたところ、業務代行者が説明を行って

いるはずであるとの回答が口頭であったの

みであり、具体的にどのように行ってきた

のかの履歴に関する回答は本日までいただ

いていない。 

○ 整開保は、先述したビレッジ構想を踏ま

えた記載内容とするとともに、第243回神

奈川県都市計画審議会の議事内容を反映

し、開成町や南足柄市の近隣住民に配慮す

る記載内容を加えてほしい。 

 

【企業誘致について】 

○ 先行する壗下竹松北地区に入ってくる事

業者は大体が食品関連であり、ビレッジ構

想で想定する新産業の誘致ができていない

のではと考える。 

南足柄市に隣接する富士フイルム先進研

究所のある工業地域に最後に入居したの

は、私の理解では、病院や介護施設の衣類

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【企業誘致について】 

○ ビレッジ構想では、「企業誘致に当たっ

ては、南足柄市と開成町が強力に連携し、

積極的な誘致活動を展開します。」とされ

ており、また、「立地条件の良さ、利便性

に優れた都市基盤、充実した優遇制度、快

適なにぎわいとアメニティ空間等、本地区

の魅力を県や関係機関と連携を図りなが
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初想定した企業の誘致が進んでいない、あ

るいは進みそうにないことは明白である。 

○ 道の駅は多くの観光客を呼び込んで、自

然環境、住環境をアピールしているが、そ

の隣接地で工場を立地させ、それがこの地

域の発展につながるという発想が理解でき

ない。 

道の駅が作り出したこの地域の新しい方

向性を、20年も前に策定された計画に形だ

け則ってぶち壊しにするのか。 

道の駅のコンセプトと連動して、果樹農

園、農業体験施設といった地元の方と触れ

合いながら楽しめる施設、田舎暮らしにフ

ィットした住宅展示場、自転車・ハイキン

グ・キャンプのグッズ販売店、グランピン

グ、アスレチック等の施設を誘致した方が

市の知名度向上、人口の増加につながるよ

うに思う。 

地権者もビレッジ構想に諸手を挙げて賛

成しているようには見えない。 

○ 利便性と風光明媚であるというまれな利

点を活かしながら、この地域の幸せな発展

のために土地利用してほしい。 

南足柄市と開成町、業務代行者と地権者

で何となく話をして、骨抜きにしたビレッ

ジ構想を推進して工場地帯を作るのではな

く、議論をオープンにして、様々な人の知

恵を借りながら、将来像を決めてほしい。 

 

ら、県内外に積極的にアピールし、県内外

の優良な企業の誘致を図ります。」とされ

ています。 

今後も県、町と連携し、ビレッジ構想に

沿った企業の誘致に努めていくとともに、

当該地の土地利用方針をＰＲし、周辺住民

の方の御理解を得られるように努めていく

と市から聞いています。 
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